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　12月定例会は20日、本年度一般会計補正予算案など16議案と追加提案さ
れた町職員の給与に関する条例改正案など９議案、議員提出３議案の計28議
案を原案通り可決した。
　「運転手不足」から存続が危ぶまれていた町営路線バスとスクールバスは、約３億６千万円の※債務負担
行為（３年間）で町内の運送業者に新規委託することとなった。しかしながら、この町営バス問題はベス
トの選択というわけではなく、存続を継続しつつ、新たな解決策を見出していくという主旨である。

※�「債務負担行為」とは、今年も含めて数年間にわたってこれだけの金額が発生する予定なので、今年の予算に忘れないよ
う書いておこう、という性質のものです。

補正予算案など

原案通り可決

討 論
議案第131号

琴浦町営バスの運行及び管理に関する条例の一部改正について

賛成（大平 高志）
　４月からの町営バス運行が迫る中で、改正が
必須とするならば、町民の足を守るということ
を優先すべき。

反対（青亀 寿宏）
　この条例は条例としての体裁をなしていな
いと思う。欠陥条例である。

反 対

1
賛 成

14

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
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臨時会 議案第128号 平成30年度琴浦町一般会計補正予算（第５号） 可決 13 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

定例会

議案第131号 琴浦町営バスの運行及び管理に関する条例の一部改正について 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第133号 平成30年琴浦町一般会計補正予算（第６号） 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第145号 琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可決 13 2 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議員提出議案第９号 琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳 情 第 ６ 号 地方自治法第99条に係る意見書の提出について 不採択 2 13 × × × × × × × × ○ × × ○ × × × 議

陳 情 第 ７ 号 「安倍内閣の退陣を求める世界平和７人委員会のアピール」を支持する意見書の提出に関する陳情 不採択 4 11 × × ○ ○ × × × × ○ × × ○ × × × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で採択となりました。○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退＝退席

存続が決まった琴浦町営路線バス。
移動の手段が維持され、利用者は
安堵する＝20日、琴浦町徳万（「日
本海新聞」2018/12/21付から）

12月定例議会
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臨時会 議案第128号 平成30年度琴浦町一般会計補正予算（第５号） 可決 13 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

定例会

議案第131号 琴浦町営バスの運行及び管理に関する条例の一部改正について 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第133号 平成30年琴浦町一般会計補正予算（第６号） 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第145号 琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可決 13 2 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議員提出議案第９号 琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決 14 1 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳 情 第 ６ 号 地方自治法第99条に係る意見書の提出について 不採択 2 13 × × × × × × × × ○ × × ○ × × × 議

陳 情 第 ７ 号 「安倍内閣の退陣を求める世界平和７人委員会のアピール」を支持する意見書の提出に関する陳情 不採択 4 11 × × ○ ○ × × × × ○ × × ○ × × × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で採択となりました。○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退＝退席

議案第145号
琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について

反対（大平 高志）
　人事院勧告に伴うものであるが、臨時職員の
処遇改善が先と思う。

反 対

2
賛 成

13

賛成（青亀 寿宏）
　県内の町村の、一般会計に占める議会費の最
も低いのは琴浦町（16名）と湯梨浜町（12名）
であり、それらの若干の改善は許される。

議員提出議案第９号
琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

反対（大平 高志）
　震災で困っている町民がいるなかでは、この
提案は無理だろうと思う。

反 対

1
賛 成

14

賛成（押本 昌幸）
　他の方法を考えることができず、結果的に高
騰した金額で３年間の枠を設けるというもの。
本来じっくりと構え、町全体の問題とし、「公共
施設レビュー」をやったうえで、いろんな選択
肢を提示し、在り方を考えるべき。だが、執行
部の方でも次世代の町営バスの在り方を考える
というのでそれを信じる。

反対（青亀 寿宏）
　示された積算根拠を見ると、基準がばらばら
であり、随意契約になるものとしては説明がつ
かない。災害復旧費の増額のこともあるが、最
小の経費で最大の効果の実現を目指すという
観点からの逸脱である。

反 対

1
賛 成

14 ※�町営路線バス問題については、20・21頁に資料特集をしています。

町営バス存続の約３億６千万円の「債務負担行為（３年間）」が含まれる。

議案第133号
平成30年琴浦町一般会計補正予算（第６号）
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討
論

川本議員辞職

　12月定例会最終日（12月20日）、川本正一郎議員から一身上の都合により
議会に辞職願の提出があり、地方自治法第126条の規定により許可。
　同日付けで琴浦町議会議員を辞職となった。

議員提出議案第11号
小・中学校の空調設備完備に伴う基準財政需要額の引き上げを求める意見書の提出について

　国の補正予算で空調設備が標準装備になったことはよいが、学校の運営経費の電気代などが増加するこ
とが確実となり、地方財政を圧迫することになる。小・中学校費の※基準財政需要額の引き上げ等による地
方交付税の増額を求めるもの。（全会一致）

※ 各地方公共団体が合理的水準で行政事務を遂行するために必要な経費の毎年推計したもの。�
基準財政収入額とともに普通地方交付税の算定に用いられる。

賛成（高塚 勝）
　国とか関係機関に対して意見書を出せば、そ
れに対する回答結果なりを連絡してもらうこと
は大いに必要なこと。

陳情第６号
地方自治法第99条に係る意見書の提出について

反 対

13
賛 成

2

陳情第７号
「安倍内閣の退陣を求める世界平和７人委員会のアピール」を支持する意見書の提出に関する陳情

賛成（高塚 勝）
　日本国のトップである総理大臣が、党利党略
のようにやられることは非常に問題だと思う。

反対（前田 智章）
　このような意見書の提出という手法に私は
賛同できない。基本はあくまで選挙の結果に尽
きる。

賛成（青亀 寿宏）
　地方と国が対等といいながら、世界平和の7
人委員会が言っているような願いを届けるとい
うのは当然のことである。

反対（井木 裕）
　総裁選後スタートしたばかりなのに、安倍総
理を退陣せよというのはあまりにも乱暴だ。

反 対

11
賛 成

4
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11月 臨時会�
　11月臨時会は16日、本年度一般会計補正予算など３議案を原案通り可決した。
　「補正予算（第３号）」「同（第４号）」の主なものは、台風24号にかかる応急対策工事費、および災害対
策費の追加分で、財政調整基金を財源とするものであり、専決処分の承認を求めるもの。
　「同（第５号）」は、主に、小・中学校空調設備費などであり、特に小学校の空調設備の熱源については、
GHP（ガス空調）・EHP（電気空調）・PAC（電気個別）の比較検討結果を受けたもの。

番号 件　　名 提 出 者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

陳情
第５号

　琴浦町カウベル
ホールの運営存続と
早期改修について

琴浦町カウベル
ホールを守る会
代表　四門　隆

　カウベルホールの運営存続と早期改修
を求めるとともに、利用者の意見集積、
運営方法の検討、及び「琴浦町文化芸術
振興ビジョン」の策定を求める。

教育民生 継続審査 継続審査

陳情
第６号

　地方自治法第
99条に係る意見
書の提出について
（陳情）

足羽　佑太

　国は、地方議会から提出された意見書
について、関係行政庁等に回答（努力）
義務を課し、国会に対するものにあって
は、その内容の是非を審議することを明
記するなど、法に基づく意見書の実効性
を担保する方法を検討すること。

総務 不採択 不採択

陳情
第７号

　「安倍内閣の退
陣を求める世界平
和7人委員会のア
ピール」を支持す
る意見書提出に関
する陳情

基地のない平和
で豊かな沖縄を
めざす会
� 芳沢　あきこ

　安倍内閣の即時退陣を求める。 総務 不採択 不採択

陳情
第10号

　待機児童解消、
保育士等の処遇改
善、保育無償化のた
めの必要な措置を
求める意見書の提
出を求める陳情書

鳥取の保育を考
える会
会長
� 石井　由加利

　国は、国の責任において安定的な財源
を確保し、市町村と連携した認可保育所
の整備はもとより、実態に合わない配置
基準の改善による保育士の増員と処遇改
善による「保育の質」の確保、保育の無
償化も含めた総合的な対策を進めること。

教育民生 採択 採択

＊地方自治法第99条：議会による国会及び関係行政庁への意見書提出権
＊�世界平和アピール７人委員会：1955年11月11日、平凡社社長・下中弥三郎の提唱によって結成された。結成時の委員は下中弥三郎・植村環・茅
誠司・上代たの・平塚らいてう・前田多門・湯川秀樹である。2016年現在の７人の委員は、武者小路公秀・大石芳野・小沼通二・池内了・高村薫・
池辺晋一郎・島薗進となっている。７人委員会に加わる条件は、１．実際の政治にタッチしていない人（政治家でないこと）　２．自由人で民主
主義陣営の人　３．世界的に平和運動を行い得る人、の３つである。

請願・陳情

反 対

2
賛 成

13
反対（高塚 勝）
　経済的なチェックも行ったうえで発注すべ
きで、12月定例会に上程すべき。

議案第128号
平成30年度琴浦町一般会計補正予算（第５号）

討 論

小中学校空調設備費など
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　12月18日に委員会を開催し、陳情２件を審査した。自由討議のあと、「カウベルホールの運営存続に関する」
陳情については、公共施設レビューの進捗状況を見ながら結論を出すということで９月議会に引き続き継続審査、
「待機児童解消、保育士等の処遇改善、保育の無償化のために必要な措置を求める」陳情については採択とした。
　また所管各課から議案関連と報告事項の説明を受け、下記の通り活発な意見があった。
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委員会の活動
教育民生常任委員会� 委員長　大平 高志

総務常任委員会� 副委員長　福本 まり子

　不安要素をかかえながらも走り出す琴浦バスに質疑が集中！
　12月17日に委員会を開催し、関係各課からの事業説明と請願・陳情２件を審議した。

バス委託契約
主な質疑内容（要約）
　 �委託契約で経費がほぼ倍増しているが、他の知恵はなかっ
たのか。

・ デマンドバスやスクールバスの活用は。
・ �可能と思われる業者に打診したのか、町内外問わず。NPO
法人の立ち上げはどうか。

・ 運転業務がきちんと正規職員で対応できるのか。
・ 契約内容の検証はできるのか。
・ 予算は単年ごとで、契約は３年。
・ 現日ノ丸自動車と業者との事前研修は。
・ 車両の年式は。どの程度もつのか。車検は。
・ GPSオペレーターは。
・ 一人あたりの運行経費はどのくらいかかっているのか。
・ �荷物を運ぶのではなく、人の命を運ぶので、安全運行対策
は。

・ 条例改正、固定資産税の減免は。
・ 公共交通の見直しは。

回答（要約）
　 �バス会社も厳しい現状がある。引き
継いで運行できるような業者に交渉
したが、なかなかいない。４月１日
から実施したい旨の前提で検討した
が、無理がある。

・ �委託契約は正職員での雇用なので、
そのあたりも含め、単年ごとにチェッ
クを行う。

・ �予算も管理の部分が大きい、法的規
制緩和前の規定を改正する。

・ �この３年間で全体の見直しを行いたい。
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　12月14日委員会を開き、本会議からの付託案件はなかったが、所管担当課に加え総務課長にも出席を求め
聞き取り調査を実施した。
　｢※激甚災害｣ となった災害関係について総務課、建設課、農林水産課の説明をうけ、まとめて集中的に審
議した。
　午後には、船上山ダムの下に豊富な湧水を利用した弓ヶ浜水産（株）の ｢船上山採卵センター｣ が完成し、
可動状況を現地視察した。　　　　　　　　　※激甚災害指定になると、補助率があがる。

農林建設常任委員会� 委員長　青亀 壽宏

　12月７日全議員で構成される委員会を開催し、今後は、各常任委員会を小委員会として、所管の滞納につ
いて調査することとした。（2019年12月末まで）

（総務常任委員会）
　町民税・固定資産税・軽自動車税・国保税・介護保険料・後期高齢保険料・商工使用料等
（教育民生常任委員会）
　保育料・放課後児童クラブ利用料・奨学貸付金・給食費・住宅新築貸付金・大学入学資金等
（農林建設常任委員会）
　住宅使用料・水道料・下水道使用料及び分担金等

町税等滞納問題調査特別委員会� 委員長　高塚 勝

　

�

被
害
届
け
の
期
限
は
あ
る
の
か
。

　

�

国
の
補
助
は
期
限
が
あ
る
が
、
小
規
模
災
害
は
期
限
を
設
け
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

�

区
長
通
知
だ
け
で
は
不
十
分
で
伝
わ
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。

　

�

周
知
活
動
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
、
考
え
て
い
き
た
い
。

　

�

小
規
模
災
害
の
地
元
負
担
軽
減
の
た
め
、
直
接
支
払
い
な
ど
も
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

�

そ
う
い
っ
た
仕
組
み
を
検
討
し
、
予
算
化
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
�

林
道
と
作
業
道
も
被
害
を
受
け
て
い
る
。
同
じ
扱
い
で
復
旧
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
�

国
の
補
助
で
復
旧
す
る
の
が
４
か
所
、
作
業
道
は
県
の
補
助
も
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

　

�
旧
以
西
小
学
校
の
宿
泊
施
設
、
芝
の
収
穫
機
の
販
売
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

�

現
時
点
で
確
定
し
て
い
な
い
。
取
り
組
み
を
続
け
る
。
芝
収
穫
機
は
ど
ん
ど
ん
売
れ
る
状
況
に
は
な

い
。

　

�

農
地
の｢

中
間
管
理
事
業｣

で
森
藤
工
業
団
地
の
売
却
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
進
捗
は
ど
う
か
。

　

�

９
月
に
現
地
を
見
て
も
ら
っ
た
が
、
土
地
の
共
有
名
義
の
全
員
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
１
年

先
送
り
も
あ
り
得
る
。

　

�

災
害
の
物
的
被
害
の
被
災
面
積
な
ど
の
デ
ー
タ
化
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

�

災
害
対
応
箇
所
の
面
積
し
か
把
握
し
て
い
な
い
。

　

�

Ｊ
Ｒ
別
所
踏
切
の
完
成
は
。
大
型
看
板
は
ど
こ
が
設
置
す

る
の
か
。

　

�

工
事
完
成
で
開
通
す
る
。
国
の
Ｉ
Ｃ
完
成
は
2
月
以
降
、

供
用
開
始
は
年
度
内
と
聞
い
て
い
る
。
看
板
は
道
路
管
理

者
が
設
置
す
る
。

　

�

水
道
管
が
古
く
な
り
、
敷
設
替
え
に
多
額
の
費
用
が
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
総
延
長
、
敷
設
年
度
の
資
料
が
ほ
し
い
。

　

�

監
査
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
整
理
し
て
い
る
。
総
延

長
は
約
160
㎞
、
耐
用
年
数
超
え
は
約
10
㎞
。

QＡQＡQＡQＡQＡQＡQＡQＡQＡ

船上山採卵センター
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

通告１番
高塚　　勝

①同和対策について
②防災について ９

通告２番
桑本　賢治

①台風24号の被害状況とその後の対応について
②野生鳥獣の被害について
③下水道の使用料金について

10

通告３番
新藤　登子

①児童・生徒の悩みを相談できる状況づくりについて
②防災学習の取組みについて ―

 通告４番
澤田　豊秋 ①地域力の向上に向けた体制の整備充実ついて 11

通告５番
手嶋　正巳

①ジビエの有効活用について
②コミュニティスクールについて 12

通告６番
青亀　壽宏

①「同和対策に係る固定資産税の減免措置要網」の廃止について
② 認知症予防と生活の質の向上を目的に補聴器購入に対する支援制度を創設し
てはどうか
③国民健康保険税の今日的条件を活かした改革・改善について

13

通告７番
前田　敬孝 ①琴浦町における糖尿病の現状と対策について 14

通告８番
押本　昌幸

①赤碕漁港の成り立ちから、現状及び今後について
②臨時職員等賃金の妥当性
③町長の議会に対する政治姿勢

15

通告９番
角勝　計介

①防災対策について
②学校のエアコンについて 16

通告10番
福本まり子

①いじめ問題等とその対応について
②マイナンバー制度の活用について
③次年度以降の中長期的な予算編成の方針について

17

通告11番
大平　高志

①水防法改正への対応状況について
②廃校舎の利活用について
③地域おこし協力隊の今後について
④差別事象への対応について

18

※青字は、本紙では省略

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長か
ら「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機
関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うものです。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）です。
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一 般 質 問 一 般 質 問

同

和

減

免

　
　
　
同
和
対
策
と
し
て
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。「
琴
浦
町

同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措

置
要
網
」
に
よ
る
と
、
目
的
は
「
歴
史
的

社
会
的
理
由
に
よ
り
、
生
活
、
環
境
な
ど

の
安
定
、
向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
域

の
住
民
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
の
減
免

を
行
う
」
と
あ
る
。
私
は
、
行
政
が
、
一

般
地
域
と
対
象
地
域
を
区
別
し
、
対
象
地

域
は
、
生
活
環
境
な
ど
の
安
定
向
上
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
差

別
的
な
表
現
と
考
え
る
。
ま
た
、
町
長
は
、

６
月
議
会
で
対
象
地
域
は
、
他
の
地
域
に

比
べ
て
、
不
動
産
売
買
の
実
勢
価
格
に
差

が
あ
る
の
で
、
減
免
を
行
っ
て
い
る
と
答

弁
し
た
。
こ
の
こ
と
も
、
行
政
自
ら
の
差

別
的
な
発
言
と
考
え
る
。
私
は
、
減
免
要

綱
で
い
う
目
的
は
、
す
で
に
達
成
さ
れ
た

と
考
え
て
お
り
、
固
定
資
産
税
の
減
免
要

綱
は
、
早
急
に
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
。

見
直
し
を
検
討

小
松
町
長

答
　
「
要
綱
」
は
、「
地
域
改
善
対
策
特
別
措

置
法
」（
昭
和
五
十
七
年
施
行
、
平
成
十
四

年
失
効
）
の
記
述
を
引
用
さ
れ
て
お
り
、

目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
含

め
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
制
度
が
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

琴
浦
町
同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産

税
の
減
免
措
置
要
網
（
抜
粋
・
要
約
）

１
．目
的

　

同
和
対
策
に
お
け
る
行
政
措
置
と

し
て
、
歴
史
的
社
会
的
理
由
に
よ
り

生
活
環
境
等
の
安
定
、
向
上
が
阻
害

さ
れ
て
い
る
地
域
の
住
民
に
つ
い

て
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
、
対
象
地
域
に
お
け
る

経
済
力
の
育
成
支
援
、
住
民
の
生
活

の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
等
に
寄
与

す
る
。

２
．適
用
範
囲

　

対
象
地
域
の
住
民
が
対
象
地
域
内

に
所
有
す
る
固
定
資
産
。
対
象
地
域

と
な
る
住
所
地
は
行
政
区
域
。

３
．減
免
基
準

　

課
税
標
準
額
合
計
600
万
円
ま
で
、

固
定
資
産
税
額
30
％
減
免
。

４
．申
請
手
続

　

申
請
書
を
生
活
相
談
員
の
確
認
を

受
け
、
町
長
に
提
出
。

５
．省
略

６
．適
用
制
限
及
び
減
免
の
取
消
し

　

町
県
民
税
課
税
標
準
額
が
200
万
円

を
超
え
る
人
、
及
び
町
税
を
滞
納
し

て
い
る
人
は
、
減
免
な
し
。

避
難
所
設
置

　
　
　
台
風
24
号
の
対
応
と
し
て
、
避
難

所
が
開
設
さ
れ
た
が
、避
難
路
が
、

大
雨
に
よ
る
冠
水
の
た
め
、
受
け
入
れ
を

中
止
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
避
難
所

の
開
設
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ま
た
、
町
の
新
し
い
「
防
災
計
画
」
は
い

つ
で
き
る
の
か
。

災
害
種
類
別
に
対
応

小
松
町
長

答
　

災
害
種
類
に
応
じ
た
避
難
所
設
置
と
運

営
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
早
期
の
避
難

所
開
設
を
実
施
し
、
原
則
日
中
の
避
難
行

動
が
取
れ
る
よ
う
避
難
を
呼
び
か
け
る
。

12
月
末
に
完
成

山
田
総
務
課
長

答
　

12
月
５
日
、
防
災
会
議
を
開
催
し
、
確

定
。町
民
に
は
、「
我
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
年
末
に
配
布
。 

　
　問

　
　問

高塚 勝　議員

問 同和固定資産税減免は差別では
見直すべき

答 見直しを検討

配付された防災マニュアル
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一 般 質 問 一 般 質 問

台
風
24
号
に
つ
い
て

　
　
　
台
風
24
号
の
被
害
は
近
年
に
な
い

よ
う
な
大
雨
に
よ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
最
近
ま
で
に
わ
か
っ
た
被
害

状
況
を
問
う
。

小
松
町
長

答
　

人
的
被
害
は
、
転
落
事
故
に
よ
り
お
一

人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
負
傷
さ
れ
た
方

が
１
名
。

　

物
的
被
害
で
は
、
床
下
浸
水
18
件
、
冠

水
36
件
。
被
害
額
は
、
農
地
・
農
業
用
施

設
・
上
下
水
道
を
含
め
て
全
体
で
642
件
、

被
害
額
が
９
億
７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

公
共
土
木
等
を
含
め
る
と
全
体
の
金
額

は
12
億
２
４
０
０
万
円
あ
ま
り
の
数
字
に

な
っ
て
い
る
。

浸
水
被
害
対
応
は

問
　
笠
見
部
落
で
は
、
大
量
の
稲
わ
ら
を
含

む
水
が
屋
敷
内
に
流
れ
込
み
、
床
下
浸
水

が
発
生
し
た
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

水
路
の
確
保
を
考
え
る

小
松
町
長

答
　

台
風
が
過
ぎ
た
後
に
、
笠
見
部
落
に
最

初
に
行
っ
て
き
た
。
50
年
に
１
度
と
い
う

水
量
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る

が
、
農
業
用
水
路
の
改
修
を
す
れ
ば
、
そ

れ
で
済
む
と
い
う
も
の
で
な
く
、
海
ま
で

の
水
路
を
ど
う
す
る
か
を
検
討
す
る
。

災
害
復
旧
は

問
　
農
業
用
水
路
、
農
地
の
復
旧
に
向
け
て

の
受
益
者
負
担
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

激
甚
指
定
の
場
合
は

山
田
総
務
課
長

答
　

激
甚
指
定
で
は
、
総
事
業
費
の
２
〜

３
％
の
負
担
に
な
る
と
推
定
し
て
い
る

が
、
補
助
率
の
確
定
は
ま
だ
な
の
で
確
か

な
こ
と
は
い
え
な
い
。

通
行
止
め
の
解
除
は

問
　
岩
本
部
落
の
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行
止

め
は
い
つ
頃
復
旧
す
る
の
か
。

最
初
に
向
か
う

倉
光
建
設
課
長

答
　

今
議
会
に
予
算
を
あ
げ
て
い
る
。
一
番

最
初
に
復
旧
に
向
か
う
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

野
生
鳥
獣
被
害

　
　
　
野
生
鳥
獣
の
被
害
に
つ
い
て
最
近

の
事
情
を
問
う
。

被
害
額
は
少
な
く
な
っ
て

い
る 

小
松
町
長

答
　

過
去
３
年
間
、
被
害
額
は
多
少
減
少
傾

向
に
あ
る
。
そ
れ
は
減
っ
た
か
ら
被
害
額

が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
慢
性
化
し
て
し
ま
っ
て
、
申
告
し
て

も
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
少
し
落
ち

た
と
思
っ
て
い
る
。
野
生
鳥
獣
で
主
な
も

の
は
や
は
り
イ
ノ
シ
シ
で
あ
り
、
最
終
的

に
は
個
体
を
減
ら
す
捕
獲
し
か
解
決
策
は

な
い
と
考
え
る
。

下
水
道
料
金

　
　
　
下
水
道
の
使
用
料
金
が
高
い
と
い

う
声
が
あ
る
が
。

水
道
の
使
用
量
で
検
討

小
松
町
長

答
　

現
在
、
基
本
料
金
２
、１
６
０
円
。
一
人

あ
た
り
540
円
で
徴
収
し
て
い
る
が
、
人
数

割
り
で
な
く
、
従
量
制
を
検
討
し
た
い
。

　
　問

　
　問

　
　問

桑本 賢治　議員

問 台風24号の被害状況は

答 転落事故により、
１名死亡、１名負傷
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一 般 質 問 一 般 質 問

地
域
力
の
向
上
に
向
け

た
体
制
の
整
備
充
実

　
　
　
本
町
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
公
民

館
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

て
い
る
が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
あ

る
い
は
荒
廃
農
地
、
防
災
の
問
題
な
ど
、

今
日
的
な
様
々
な
課
題
を
考
え
た
と
き
、

例
え
ば
地
域
振
興
協
議
会
と
公
民
館
と
の

連
携
な
ど
、
さ
ら
な
る
地
域
に
お
け
る
体

制
の
整
備
充
実
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

① 
現
在
の
中
山
間
地
に
お
け
る
集
落
支
援

員
を
全
地
区
に
配
置
し
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
で

安
心・安
全
な
地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
の
活
力
を
図
る
た
め
に
も
、
各
地

域
の
体
制
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

② 

地
域
と
学
校
が
し
っ
か
り
連
携
し
、
子

ど
も
達
を
地
域
で
守
り
育
て
る
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

③ 

人
材
育
成
の
推
進
に
伴
う
活
動
や
、
ふ

る
さ
と
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の
受
け
皿

の
整
備
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

前
向
き
に
考
え
た
い

小
松
町
長

答① 

中
山
間
地
域
の
き
っ
か
け
と
し
て
は
、

四
年
前
の
小
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
こ

と
で
の
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
地
域

の
方
々
の
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
古
布
庄
と
以
西
を
モ
デ
ル
と

し
て
集
落
支
援
員
を
配
置
し
た
。
こ
れ

を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
う
が
、
地
域
の
人
々
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
考
え
た
い
。

③ 

移
住
・
定
住
と
い
う
こ
と
で
Ｉ
タ
ー

ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
が
あ
り
、

一
番
定
着
率
の
高
い
の
が
Ｕ
タ
ー
ン
で

あ
る
と
見
て
お
り
、
今
後
Ｕ
タ
ー
ン
を

重
点
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

体
制
づ
く
り
は

問
　
Ｕ
タ
ー
ン
を
重
点
的
に
と
い
う
こ
と
だ

が
、「
熱
中
小
学
校
」
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
た
こ
と
が
実
を

結
ぶ
体
制
作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

考
え
た
い

小
松
町
長

答
　

こ
の
地
域
は
私
た
ち
が
何
と
か
し
な
く

て
は
と
い
う
自
立
を
支
援
し
て
い
く
た
め

に
、「
自
治
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
形
で
集

落
支
援
員
の
要
望
が
あ
れ
ば
、考
え
た
い
。

地
域
資
源
と
地
域
人
材
の
教

育
力
を
い
か
す 

小
林
教
育
長

答② 

安
心
で
安
全
な
学
校
生
活
の
実
現
の
た

め
に
、
地
域
で
子
ど
も
達
を
守
り
育
て

る
こ
と
の
体
制
づ
く
り
に
は
、
地
域
と

学
校
が
連
携
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

学
校
運
営
協
議
会
の
状
況
は

問
　
教
育
行
政
法
の
中
の
組
織
運
営
に
関
す

る
法
律
第
四
十
七
条
の
六
で
は
、
学
校
運

営
協
議
会
を
「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
か

ら
、
平
成
29
年
の
改
正
に
よ
り
「
置
く
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

よ
う
に
改
正
さ
れ
た
が
、
本
町
内
の
状
況

は
ど
う
か
。

　

県
内
で
約
３
割
の
学
校
が
学
校
評
議
会

を
置
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
町
内
で

は
学
校
評
議
員
は
置
い
て
い
る
が
、
学
校

 

運
営
協
議
会
は
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
。

　
　問

設
置
し
て
い
な
い

小
林
教
育
長

答

澤田 豊秋　議員

問 地域振興協議会と公民館
との連携が必要では

答 地域は私たちが何とかしなくては
という自立を支援していく

「あすの以西を創る会」主催の
軽トラ市
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一 般 質 問 一 般 質 問

琴
浦
町
の
実
績
状
況
に

つ
い
て

　
　
　
通
年
の
平
均
で
見
る
と
イ
ノ
シ
シ

が
200
頭
、
シ
カ
が
30
頭
程
度
の
捕

獲
頭
数
だ
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

小
松
町
長

答
　

狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
か
、
制
度
を
変
え
て
い
き
、
農

産
物
の
被
害
額
を
落
と
す
・
小
さ
く
す
る

効
果
を
狙
っ
て
い
き
た
い
。

ジ
ビ
エ
の
推
進
状
況
に
つ

い
て

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
試
食
会
に
提
供
し
た
り
い
ろ
い
ろ

な
発
信
方
法
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

う
が
。

小
松
町
長

答
　

商
売
と
い
う
よ
り
食
す
る
と
い
う
形
が

主
。現
状
で
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

町
活
性
化
の
た
め
積
極
的

に
取
り
組
み
を

問
　
東
部
の
方
で
は
「
い
な
ば
の
ジ
ビ
エ
推

進
協
議
会
」
が
あ
り
、
西
部
で
は
「
大
山

ジ
ビ
エ
振
興
会
」
と
い
う
こ
と
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
大
山
町
に
は
、
獣
肉
処
理

加
工
施
設
も
建
設
さ
れ
た
。
中
部
は
遅
れ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
も
っ
と
積
極
的
に

取
り
組
め
な
い
か
。

慎
重
に
検
討
す
る

小
松
町
長

答
　

町
単
独
で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
の
肉

の
活
用
は
、
も
う
少
し
時
間
が
必
要
。
ま

た
、「
ほ
う
き
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
」
の

活
動
を
み
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
地
域
住
民
ら
が
参
画
す
る
学
校
運

営
協
議
会
で
は
、
学
校
運
営
の
基

本
方
針
を
承
認
し
た
り
、
学
校
運
営
に
関

す
る
意
見
を
市
区
町
村
の
教
育
委
員
会
、

ま
た
は
校
長
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
教

職
員
の
人
事
に
関
し
て
も
教
育
委
員
会
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い

う
取
り
組
み
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

将
来
的
に
町
内
の
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

小
林
教
育
長

答
　

現
在
は
学
校
評
議
員
会
が
あ
り
、
学
校

運
営
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
を
行
っ

て
い
る
。制

度
導
入
の
目
標
は

問
　
こ
の
制
度
は
大
事
な
制
度
で
あ
り
今
後

の
目
標
は
。

小
林
教
育
長

答
　

船ふ
な

上の
え

小
学
校
は
モ
デ
ル
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
に
移
行
で
き
る
体
制

を
整
備
し

て
い
る
。

将
来
的
に

は
町
内
の

学
校
に
制

度
を
広
げ

て
い
き
た

い
。

　
　問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は

　

２
０
１
７
年
３
月
成
立
、
改
正
教
育
行
政
法

で
、
教
育
委
員
会
に
対
し
学
校
運
営
協
議
会
の

設
置
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

　
　問

手嶋 正巳　議員

問 ジビエの有効活用を推進する
協議会を立ち上げる考えは

答 2月に設立された「ほうきのジビエ推
進協議会」の活動を見ながら検討する

コミュニティスクールイメージ図
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一 般 質 問 一 般 質 問

固
定
資
産
税
の
同
和
減
免

　
　
　
「
同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
要
綱
」
は
税
の
公
平

な
課
税
に
反
す
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

廃
止
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
公
平
性

を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

来
年
度
当
初
に
見
直
し
を
か
け
る
。

一
気
に
や
れ
る
か
ど
う
か
相
談
し

な
が
ら
に
な
る
。

　

不
動
産
価
格
に
影
響
が
出
て
減
免
を

行
っ
て
い
る
が
、
適
正
か
ど
う
か
も
判
断

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

使
い
ま
わ
し
で
は

問
　

｢

同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

免
措
置
要
綱｣

の｢

目
的｣
の
「
歴
史
的

社
会
的
理
由
に
よ
り
、生
活
環
境
の
安
定・

向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
域
」
と
い
う

定
義
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
。

　
「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
か
ら
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。　
こ
れ
ぞ
究
極
の

歴
史
的
〝
使
い
ま
わ
し
〞
で
は
な
い
か
。

変
え
な
け
れ
ば

小
松
町
長

答
　

昭
和
57
年
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
は
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
法
律
は
平
成
14
年
３
月
に
失
効

し
て
お
り
、
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

根
拠
が
な
い

問
　
「
同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

免
措
置
要
綱
」
は
、
根
拠
と
な
る
法
律
や

条
例
が
存
在
し
な
い
。
根
拠
も
な
く
、
議

会
議
決
を
要
し
な
い
内
部
手
続
き
に
過
ぎ

な
い
「
要
綱
」
で
減
免
を
無
原
則
に
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
止
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

時
間
を
い
た
だ
き
た
い

小
松
町
長

答
　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
か
ら
そ
の
ま
ま
で

い
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

そ
れ
が
今
回
指
摘
さ
れ
た
。

　

検
討
の
時
間
が
な
か
っ
た
の
で｢

検
討

し
ま
す｣

と
答
え
た
。「
特
別
の
事
情
」

の
明
記
は
、
そ
こ
ま
で
読
み
込
ん
で
い
な

い
の
で
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
改
善

負
担
の
あ
り
方
は

問
　
町
長
は
、
今
の
国
保
会
計
の
歴
史
的
経

過
や
都
道
府
県
化
い
う
制
度
の
激
変
に
当

た
っ
て
の
住
民
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

勉
強
し
た
い

小
松
町
長

答
　

質
問
の
よ
う
に
詳
細
に
分
析
が
必
要
と

思
う
。
ま
だ
そ
の
材
料
を
（
私
が
）
持
っ

て
い
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

　

早
急
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
も
う
少

し
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

見
直
し
の
気
持
ち
は

問
　
31
年
度
予
算
、
確
定
後
の
国
保
税
の
見

直
し
な
ど
も
視
野
に
国
民
健
康
保
険
の
見

直
し
を
進
め
る
気
持
ち
は
あ
る
か
。

補
正
も
含
め
検
討

小
松
町
長

答
　

来
年
の
予
算
、
補
正
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　問答

青亀 壽宏　議員

問 固定資産税・同和減免
公平な課税に反する

答 来年度見直しかける
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一 般 質 問 一 般 質 問

琴
浦
町
の
糖
尿
病
の
課

題
は

　
　
　
糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
５
の
鳥
取
県
だ
が
、
そ

の
な
か
で
も
中
部
は
特
に
悪
く
、
さ
ら
に

琴
浦
町
は
近
隣
の
市
町
と
比
較
し
て
、
２

倍
も
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
町
長
は

こ
の
実
態
を
ど
の
程
度
把
握
し
、
ど
の
よ

う
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

小
松
町
長

答
　

今
回
、
糖
尿
病
の
実
態
を
再
認
識
し
た

が
、
私
が
公
約
と
し
て
あ
げ
て
い
る
「
健

康
寿
命
延
伸
」
の
た
め
に
は
、
食
と
運
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ
と
つ
の
解
決

策
と
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。
糖
尿

病
だ
け
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
健

康
寿
命
を
通
じ
て
そ
れ
ら
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
結
果
的
に
糖
尿
病
対
策
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」（
琴
浦
町

国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
）
第

２
期
（
平
成
30
年
度
〜
35
年
度
）
で
は
、

生
活
習
慣
病
に
着
目
し
て
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
症
、
脂
肪
異
常
症
を
重
点
３
疾
病
と

し
て
位
置
づ
け
、
健
康
指
導
等
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

「
糖
尿
病
非
常
事
態
宣

言
」
を

　
　
　
12
年
間
連
続
で
、
糖
尿
病
死
亡
率

全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
が
続
い
て
い

た
徳
島
県
は
、
平
成
17
年
に
「
糖
尿
病
非

常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
県
の
医
師
会
と

行
政
が
共
同
で
注
意
喚
起
し
、
県
民
総
ぐ

る
み
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
き

た
。
糖
尿
病
に
対
す
る
町
民
の
意
識
を
高

め
る
た
め
、
わ
が
町
で
も
「
糖
尿
病
非
常

事
態
宣
言
」
を
行
い
、
オ
ー
ル
琴
浦
で
糖

尿
病
対
策
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

糖
尿
病
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
運
動
習
慣
を
含
め
、
現
在
３

課
（
福
祉
あ
ん
し
ん
課
、
子
育
て
健
康
課
、

社
会
教
育
課
）
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
の
段
階
で
は
、
専
門

家
の
知
見
も
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
ち
な
み
に
昨
日
は
何
歩
ほ
ど
歩
か

れ
た
か
。

小
松
町
長

答
　

携
帯
に
万
歩
計
が
つ
い
て
お
り
、
昨
日

は
５
、７
０
０
歩
。
少
な
い
な
と
思
い
、

Ｊ
Ｒ
で
通
勤
し
て
お
り
、
今
朝
は
八
橋
駅

か
ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き
た
。

　
　問

　
　問

　
　問

前田 敬孝　議員

問 「糖尿病非常事態宣言」を行い、全町あげ
て糖尿病対策を進めるべきではないか

答 生活習慣病という大枠で捉え、健
康診断を入口として啓発していく

琴浦町検診推進キャラクター
「ドックター55（ゴーゴー）」

出典：琴浦町健診ガイド
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一 般 質 問 一 般 質 問

赤
碕
漁
港
の
成
り
立
ち
、

特
徴
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

　
　
　
昔
か
ら
八
橋
に
は
港
が
な
い
の
に

か
ま
ぼ
こ
屋
さ
ん
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
か
疑
問
だ
っ
た
が
、
最
近
今
の
赤
碕

漁
港
（
亀
崎
港
）
が
、
江
戸
時
代
は
八
橋

の
津
田
氏
の
直
轄
地
だ
と
わ
か
っ
た
。
で

は
そ
の
港
は
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
の
か
と

な
る
と
、
松
が
谷
の
岡
田
茂も
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
（
１
８

３
２
没
）
が
築
港
し
た
と
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
漁
業
の
発
展
、
港
湾
事
業
の
展
開

の
礎
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元

も
あ
ま
り
知
ら
な
い
し
、
顕
彰
碑
も
な
い

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

小
松
町
長

答
　

私
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
１
８
１
３
年

に
築
港
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
地
域
の
誇
り

と
い
う
こ
と
で
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
水
産
物
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
雇

用
、
特
産
品
が
あ
る
、
そ
れ
が
ま
ち
づ
く

り
、
人
づ
く
り
だ
と
思
う
。

　
　
　
江
戸
時
代
に
は
、「
松
が
谷
浜
漬

鯛
」
が
、
藩
の
将
軍
家
へ
の
献
上

品
だ
っ
た
。
こ
の
復
活
な
ど
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　

や
は
り
食
べ
る
も
の
が
人
を
寄
せ
つ
け

る
と
い
う
認
識
は
あ
る
。
小
さ
い
頃
か
ら

イ
ギ
ス
も
食
べ
て
い
る
が
、
東
京
の
丸
の

内
の
店
で
も
結
構
高
い
値
で
出
さ
れ
て
い

た
。
食
は
重

要
で
あ
り
、

こ
こ
で
し
か
、

と
い
う
も
の

で
の
観
光
化

は
必
要
に
思

う
。

　
　
　
現
在
の
赤
碕
漁
港
の
漁
獲
高
は
県

の
水
産
課
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

１
９
９
９
〜
２
０
１
８
年
で
の
県
内
17
港

の
う
ち
、
赤
碕
漁
港
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な

の
が
、
ア
ゴ
（
ト
ビ
ウ
オ
）・
シ
イ
ラ
・

白
イ
カ
・
ブ
リ
・
ウ
ニ
・
海
藻
類
な
ど
で
、

特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
守
る
の
に
ど
う

す
る
か
と
い
う
と
き
に
後
継
者
対
策
が
出

て
く
る
が
、
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

魚
に
は
旬
が
あ
る
の
で
、
シ
イ
ラ
そ
し

て
ブ
リ
が
獲
れ
る
と
き
と
い
う
ふ
う
に
、

ひ
と
つ
の
物
語
に
な
れ
ば
い
い
か
な
と

思
っ
て
い
る
。
後
継
者
に
つ
い
て
は
シ
イ
ラ

漁
な
ど
伝
統
的
漁
法
を
守
る
手
当
を
し
た
。

　

移
住
定
住
も
含
め
、後
継
者
問
題
で
は
、

漁
協
が
漁
業
就
業
者
を
雇
用
し
て
、
そ
れ

に
町
が
支
援
を
し
て
い
る
。
た
だ
移
住
定

住
と
い
う
か
た
ち
で
は
近
年
は
な
い
。

　
　
　
今
国
会
で
70
年
ぶ
り
に「
漁
業
法
」

が
改
定
に
な
っ
た
。
企
業
の
参
入

を
促
す
一
方
、
沿
岸
漁
業
者
に
圧
迫
が
来

る
、地
元
漁
業
者
の
優
先
権
が
な
く
な
る
。

過
去
、
商
業
の
場
合
は
「
大
店
法
」
の
改

定
で
、農
業
で
は「
農
協
改
革
」「
種
子
法
」

改
定
で
兼
業
・
零
細
者
が
排
除
さ
れ
た
。

歴
史
あ
る
沿
岸
漁
業
を
守
る
、
大
企
業
だ

け
が
残
る
よ
う
な
「
漁
業
法
」
改
定
に
町

政
は
ど
う
向
か
う
の
か
。

 

小
松
町
長

答
　

食
の
安
全
を
守
る
と
い
う
こ
と
の
一
つ

の
解
決
策
が
後
継
者
育
成
だ
け
ど
も
、
廃

業
を
防
ぐ
一
つ
の
解
決
策
が
企
業
の
参
入

で
あ
る
。
漁
業
権
と
い
う
既
得
権
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
漁
獲
で
の

雇
用
・
地
域
の
活
性
化
に
対
し
、
今
の
水

産
改
革
の
関
連
法
案
の
成
立
が
ど
う
い
う

影
響
を
す
る
の
か
、
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　問

　
　問

小
松
町
長

答
　
　問

小
西
農
林
水
産
課
長

答
　
　問

押本 昌幸　議員

問 漁業法の改定で沿岸漁業者が
圧迫されるが、町の対応は

答 食の安全を守ることの1つが
後継者育成であり、1つが企業の参入

江戸後期の松ケ谷湊
（旧亀崎港）県立博物館蔵
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一 般 質 問 一 般 質 問

防

災

対

策

　
　
　
台
風
24
号
の
被
害
に
対
す
る
検
証

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
全
町

に
避
難
指
示
が
出
て
い
た
の
だ
が
、
避
難

所
に
行
っ
た
方
は
、
町
民
の
約
１
％
、
こ

の
数
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
ま
た
多
く

の
課
題
、
問
題
点
が
見
え
て
き
た
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
検
証
が
な
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

小
松
町
長

答
　

今
月
中
に
は
（
国
の
災
害
）
査
定
も
終

わ
り
、
年
が
明
け
て
か
ら
、
色
々
な
観
点

か
ら
検
討
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
率
の
低
さ
が
、
全

国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
約
１
％
の
避
難
率
が
高
い

か
低
い
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
検
証

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
避

難
す
る
時
の
呼
び
か
け
も
、
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
行
政
と
し
て
最
大
級
の
警
戒
態
勢

で
任
に
当
た
ら
れ
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
残
念
な
こ
と
に
、
考
え
ら
れ
る

最
悪
の
事
態
と
し
て
、
人
の
命
が
奪
わ
れ

た
。
町
民
が
受
け
た
衝
撃
、
動
揺
は
、
他

に
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
再
発

防
止
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
事
故
を
防

ぐ
手
立
て
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
伺
う
。

小
松
町
長

答
　

結
果
と
し
て
（
こ
の
事
故
を
防
ぐ
手
立

て
が
）
無
か
っ
た
か
ら
、
被
災
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
何
か
が
あ
っ
て
そ
の
こ
と
が

発
生
す
る
、
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。

行
政
の
使
命
と
は

問
　
厳
戒
態
勢
が
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
た
な

ら
、
な
ぜ
あ
の
場
所
に
行
っ
た
の
か
。
例

え
ば
そ
れ
が
業
務
命
令
で
あ
っ
た
と
し

て
、
再
発
防
止
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
ま
で
突
っ
込
ん
で
検
証
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
が
行

政
の
使
命
と
す
る
な
ら
ば
、
命
の
重
さ
に

値
す
る
深
い
検
証
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。小

松
町
長

答
　

役
場
の
立
場
で
何
か
も
の
が
申
せ
る
か

と
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
無
い
と
思
っ
て
い

る
。　

自
助
、
共
助
、
公
助
、
ど
こ
に
あ

る
の
か
考
え
る
と
、
自
ず
と
答
え
は
出
て

く
る
と
思
う
。 

学
校
エ
ア
コ
ン

　
　
　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
使
用
方
法

に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
要
綱

を
作
成
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

小
林
教
育
長

答
　

空
調
設
備
運
用
指
針
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

必
要
と
考
え
要
綱
等
を
作
成
す
る
。

　
　
　
熱
中
症
対
策
の
本
格
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
全
国
的
に
標
準
装
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

大
賛
成
だ
が
、
そ
も
そ
も
論
と
し
て
、
成

長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
冷
房
が
及
ぼ

す
影
響
が
心
配
で
あ
る
。
既
に
使
用
さ
れ

て
い
る
他
の
自
治
体
の
意
見
も
参
考
に
し
、

医
学
的
、
科
学
的
見
地
も
踏
ま
え
、
子
ど

も
の
成
長
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
使
用

方
法
が
考
案
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

小
林
教
育
長

答
　

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
子
ど
も
達
の
健
康

を
考
え
て
、
教
育
活
動
を
行
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

角勝 計介　議員

問 台風24号の
被害に対しての検証は

答 いろいろな観点から
検証したい
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一 般 質 問 一 般 質 問

い
じ
め
問
題
と
そ
の
対

応
はい

じ
め
の
実
態
と
調
査
は

ど
の
よ
う
に

問
　

２
０
１
７
年
度
に
お
け
る
全
国
の
小
学

校
・
中
学
校
・
特
別
高
等
支
援
学
校
で
の

い
じ
め
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
全

国
で
41
万
件
、
鳥
取
県
で
も
800
件
を
超
え

る
報
告
が
上
が
っ
て
お
り
、
２
０
１
１
年

度
に
比
べ
６
倍
以
上
の
数
字
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
中
で
も
、「
い
じ
め
防
止
法
」
に

定
め
る
「
重
大
事
態
」
と
な
る
件
数
の
伸

び
が
大
き
い
が
、
特
に
鳥
取
県
内
は
中
学

校
で
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
町
内
小
中
学
校
の
実
態
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

① 

い
じ
め
の
内
容
を
具
体
的
に
、
そ
の
認

知
調
査
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る

の
か
。

② 

事
件
が
発
覚
し
て
か
ら
の
調
査
委
員
会

の
立
ち
上
げ
や
方
法
は
ど
う
か
。
調
査

に
な
ぜ
３
か
月
も
要
す
る
の
か
。
さ
ら

に
調
査
委
員
会
は
公
平
性
・
専
門
性
が

あ
る
の
か
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

答① 

具
体
的
に
は
、
冷
や
か
し
、
か
ら
か
い
、

悪
口
、
脅
し
、
文
句
な
ど
嫌
な
こ
と
を

言
わ
れ
る
。
仲
間
は
ず
し
、
集
団
で
無

視
、
軽
く
た
た
く
、
蹴
る
、
金
品
を
た

か
ら
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で

の
誹
謗
中
傷
な
ど
。
そ
れ
ら
の
認
知
方

法
は
、
担
任
の
観
察
、
日
記
、
発
言
、

帰
り
の
会
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
。

② 

調
査
委
員
会
は
重
大
な
事
故
が
発
生
し

必
要
と
認
め
た
と
き
に
立
ち
上
げ
、
委

員
会
は
公
平
性
・
中
立
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
。

報
告
書
を
ど
う
生
か
す
か

問
　
こ
の
た
び
、
調
査
報
告
書
が
仕
上
が
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
ど
う
生
か

す
か
。
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
・
保

護
者
へ
の
公
開
は
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
へ
の
啓
発

は
。
そ
の
間
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
の
指

導
は
ど
う
か
。
ま
た
、
不
登
校
と
な
っ
て

い
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

個
別
事
案
は
話
せ
な
い

答
　

本
件
は
保
護
者
等
と
の
調
整
中
で
あ

り
、
こ
こ
で
公
に
で
き
な
い
。

　

保
護
者
が
望
む
、
望
ま
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
公
開
し
な
い
と
い
け
な
い
が
、
公

開
の
範
囲
は
県
教
委
と
協
議
し
て
決
め
る
。

　

日
常
的
な
指
導
に
関
し
て
は
、
全
教
科
、

全
領
域
で
人
権
学
習
を
と
お
し
、
人
間
関

係
づ
く
り
等
を
学
ん
で
い
る
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
に
は
、
生
徒
指
導
委
員
会
等
に
お

い
て
職
員
間
で
共
通
理
解
し
、
誰
が
ど
う

動
く
か
を
協
議
し
た
上
で
組
織
対
応
す
る
。

今
、
学
校
現
場
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か

問
　
以
前
の
重
大
事
案
も
未
だ
に
解
決
し
て

い
な
い
。

　
今
年
の
中
学
校
の
文
化
祭
の
最
中
に
空

き
教
室
で
一
人
の
生
徒
を
取
り
囲
ん
で
の

暴
力
、
ま
た
そ
の
他
に
も
、 

生
徒
が
先
生

を
い
じ
め
て
い
る
と
い
っ
た
内
容
の
こ
と

が
町
民
の
方
か
ら
耳
に
入
っ
た
。
教
育
長

は
そ
の
事
実
を
ご
存
知
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

答
　

学
校
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

起
っ
て
お
り
、逐
一
報
告
は
受
け
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
児
童

相
談
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
の
機
関

と
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。
安
易
に

言
っ
た
り
、
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
広
ま
っ
た

り
す
る
と
二
次
被
害
、
三
次
被
害
に
発
展

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

詳
細
な
こ
と
は
口
に
出
せ
な
い
が
、
先

生
方
は
チ
ー
ム
と
な
っ
て
一
所
懸
命
対
応

し
て
い
る
。
先
生
方
を
信
頼
し
て
学
校
教

育
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
。

福本 まり子　議員

問 いじめ問題をどう解決
するか

答 個別事案には答えられない
学校も一所懸命対応している 小林教育長
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一 般 質 問 一 般 質 問

廃
校
舎
の
利
活
用

　
　
　
遅
々
と
し
て
利
活
用
が
進
ま
な
い

残
り
の
２
つ
の
廃
校
舎
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

具
体
的
な
案
な
ど
は
な
い
の
か
。

時
間
は
か
か
る
が

小
松
町
長

答
　

地
域
の
人
の
声
が
、
実
際
に
自
分
が
動

い
て
い
く
こ
と
で
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
く
。
少
し
時
間
は
か
か
る
が
、
そ
う
い

う
形
で
今
進
め
て
い
る
。

地
域
と
話
し
合
っ
て
進
め
る

藤
本
企
画
情
報
課
長

答
　
（
旧
古
布
庄
小
学
校
に
つ
い
て
は
）
地

区
の
活
性
化
の
た
め
各
集
落
に
一
緒
に
出

て
い
っ
て
、
集
落
支
援
員
と
い
ろ
ん
な
意

見
交
換
を
し
た
い
の
で
、
次
年
度
は
そ
れ

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
旧
安
田

小
学
校
の
方
は
地
区
公
民
館
の
耐
震
化
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
、
小
学
校
の
ほ
う
に

移
転
、活
用
し
て
ほ
し
い
と
地
区
協
議
会
、

区
長
会
等
に
話
し
を
し
て
、
お
お
む
ね
了

解
は
い
た
だ
い
て
い
る
。
改
修
等
が
あ
る

の
で
、
公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画
を
踏

ま
え
て
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
小
学
校
な
り
保
育
園
が
な
く
な

る
、
そ
の
後
の
地
域
の
振
興
は
ど

う
す
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の

人
が
み
ず
か
ら
振
興
会
な
り
協
議
会
を
結

成
さ
れ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
行
政
も

そ
の
中
に
入
っ
て
、
考
え
得
る
案
を
提
起

し
て
い
か
な
い
と
、前
に
進
ま
な
い
の
で
は
。

後
押
し
を
し
て
い
く

小
松
町
長

答
　

そ
こ
に
い
る
人
が
、
こ
う
し
た
い
の
で

何
か
手
段
が
な
い
か
、
集
落
支
援
員
の
力

を
借
り
て
や
り
た
い
だ
と
か
、
そ
こ
の
後

押
し
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
消
極
的

に
と
れ
る
が
、
そ
れ
が
一
番
長
く
続
い
て

い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

今
後

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
活
動
内

容
を
広
報
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
の
公
表
を
総
務
省
が
定
め
て
い
る

が
、
活
動
の
周
知
は
で
き
て
い
る
か
、
ま

た
、
退
任
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

活
動
報
告
会
を
行
っ
た

小
松
町
長

答
　

在
任
期
間
中
の
活
動
を
通
じ
て
町
内
に

残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
目
的

と
し
た
場
合
、
そ
の
点
は
成
功
し
て
い
る

と
思
う
。
広
報
だ
が
12
月
1
日
に
ま
な
び

タ
ウ
ン
で
初
め
て
の
協
力
隊
員
の
活
動
報

告
会
を
行
っ
た
。

　
　
　
卒
業
隊
員
も
含
め
た
合
計
６
名
で

活
動
報
告
を
行
わ
れ
た
が
、な
ぜ
今

ま
で
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
。来
年
以
降
も
続
け
る
考
え
で
い
い
の
か
。

ぜ
ひ
や
っ
て
い
く
べ
き
だ

小
松
町
長

答
　

た
だ
単
に
や
っ
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
ご
勘
弁
願
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
そ

の
隊
員
の
認
識
を
高
め
る
意
味
で
も
、
ぜ

ひ
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
仕
事
に
直
結
し
た
隊
員
の
募
集
は

最
近
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
任
期
満

了
後
の
定
住
に
期
待
す
る
が
、
こ
れ
に
は

 

業
務
を
通
じ
て
修
得
し
た
技
術
で
退
任
後

に
も
生
活
が
成
り
立
つ
制
度
設
計
を
組
ん

で
募
集
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

手
探
り
的
で
あ
っ
た

小
松
町
長

答
　

少
し
手
探
り
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

こ
ち
ら
が
目
的
を
持
っ
て
杜と
う

氏じ

に
な
り
ま

せ
ん
か
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
り
農
業
し
ま

せ
ん
か
、
と
い
う
の
は
、
こ
の
２
例
が
初

め
て
で
あ
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

大平 高志　議員

問 廃校舎の利活用は

答 地域の人達が動いていくことが大切
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　　　　　　　平成30年�10月９日（火）～�
10月11日（木）（３日間）

　　　　　　　（１）鳥取県東京本部（東京）
　　　　　　　（２）ふるさと回帰支援センター
　　　　　　　（３）�衆議院第二議員会館及び国会

議事堂
　　　　　　　（４）衆・参両議員事務所及び内閣府
　　　　　　　（５）国交省防災センター
　　　　　　　（６）「農業ワールド」（幕張メッセ）

　　　　　　　�国・県・関係機関等の先進的な取組
みを視察研修することにより、その
職務遂行に必要な知識・情報を取得
し、もって議会の使命の達成並びに
地方自治の振興発展に寄与する。

　　　　　　　議員15名　副町長　他２名　計18名

　この度の研修で得た情報は、とても参考になる
ものだった。国会議員の方々と直接意見交換を行
なったり、関係省庁の事業説明をお聞きし、その
動向を伺えたことは、大変意義深く充実した研修
であった。
　特に、小中学校の空調設備に関係する国の補正
予算化の情報は、タイムリーな話題であり、結果

として、直接、本町の小中学校の空調設備（エア
コン設置）事業に結びついたことは非常に成果が
あったと感じた。
　また、近年の気候変動に伴う災害等を踏まえた
災害に強いまちづくりを町民の目線で推進してい
く必要がある。
　鳥取県東京事務所や関係機関が首都圏で展開さ
れている各事業についても、大変参考になるもの
があった。琴浦町には、たくさんの地域資源がある。
創意工夫で地域は地域の特徴を生かした町づくり
（地域振興）を図り、琴浦町の活性化を図る必要
があると感じた。
　この研修で学んだことを活かし、議員全員が一
丸となって琴浦町の発展に寄与したいと思う。

１ 期　　日

２ 視 察 先

３ 研修目的

４ 参 加 者

議会視察研修

議員配布資料を直接目にできる
琴浦町のホームページ「新着情報」などでご覧になれます

　左は「琴浦町のホームぺージ」の「アクセ
スランキング」（平成30年12月25日）です。
議会関連の「常任委員会資料（平成30年第８
回琴浦町議会定例会）」が第４位、406ビュー
です。また、「琴浦町議会」が第９位（195
ビュー）。
　現在、町では議員に配布された「議案書」
をはじめ、ほとんどの資料を、琴浦町ホーム
ページで見られるようにしています（印刷
可）。その前の週では「琴浦町議会」が第９
位（192ビュー）、さらにその前の週では「議
会全員協議会資料（平成30年12月３日）」が
第４位（266ビュー）、「琴浦町議会」が第９
位（173ビュー）。
　同じ資料を基に、議員は協議しています。
ぜひご覧ください。

４人の国会議員の方々を交えての懇談会
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100円バス・スクールバス特集

	 町営バスの運行業務の委託先を旅客緑ナンバー業者に限定を解除

	 町営バス　　　２億7266万８千円（別記②）

	 スクールバス　　　9212万５千円（別記③）

	 平成30年度補正
	 町営バス　　　270万７千円

	 スクールバス　�262万３千円　
別記④参照

琴浦町営バスの運行及び管理に関する条例（一部改正）１

平成31年度～平成33年度の３年間のバス運行管理業務委託
費を債務負担行為補正

２

平成31年度より新規参入業者に伴う準備委託料３

来年度から運行費用、約1.9倍にアップ

　現在、町営バスは日ノ丸自動車（株）に、スクールバスとデマンドタクシーは日本交通（株）

に運行業務を委託しているが、両社から運転手不足のため、平成31年度以降の委託継続は困難

であるとの申し入れがあり、平成31年度からは別記①の通りの運行委託となる議案が議決された。

別記①
平成31年度の運行計画案について
●路線及び委託先

運行路線 現委託先 H31予定先

路線バス

琴浦海岸線

日ノ丸自動車（株）

日ノ丸自動車（株）
船上山線

野井倉線

（株）田中商店

上法万線

福永線

デマンドタクシー 上中村線
日本交通（株）

スクールバス

議案第131号

議案第133号

議案第133号
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別記③
スクールバス運行管理業務見積� （円）

平成30年度 平成31年度
相違点

日本交通 田中商店

運行路線
運行車両数
運転手

事務員等

４路線
４台
４人
１人

４路線
４台
４人
１人

　 運転手
　 その他
①人件費計

6,420,324
4,300,000

10,720,324
14,000,000
3,723,000

17,723,000
正規職員と嘱託職員(再雇用職員)の違い　350万円×４人

　 軽油代（＠150円/ℓ）
　 オイル交換
②燃料費計

1,178,000
20,000

1,198,000
1,800,000
40,000

1,840,000
日本交通：６km/ℓ、120円/ℓ　　田中商店：５km/ℓ、150円/ℓ

　 任意保険料
　 車検諸費用（自賠責、重量税、手数料）
　 車両管理費（車検代、消耗品等）
③車両関係費計

300,000
157,880
429,600

887,480

517,800
160,440
800,000

1,478,240

日本交通：大口契約

自社整備工場と外注との違い

　 通信費
　 駐車場
　 被服費
　 水道光熱費
　 その他管理費

④その他経費計

―
360,000
31,504
288,000

1,072,032

1,751,536

240,000
480,000

―
―

6,240,000

6,960,000

アルコールチェッカー・ドラレジ保守通信費
日本交通：月額30,000円　　田中商店：月額40,000円

田中商店は下欄の一般管理費に含めている。
いわゆる一般管理費
日本交通は、本契約に係る人件費の10％
田中商店は、全体売上げに対する運転手１人あたりの利益率0.37％
（３年平均）

⑤消費税 1,164,587 2,520,112
年間合計 15,721,927 30,521,352

別記②
町営バス運行管理業務見積� （円）

平成31年度
相違点

平成30年度
日ノ丸自動車 田中商店 日ノ丸自動車

運行路線
運行車両数
運転手

事務員等

２路線
２台
３人
２人

３路線
３台
５人
２人

５路線
５台
６人
２人

　 運転手
　 その他
①人件費計

13,961,211
5,124,861

19,086,072
30,245,000
7,446,000

37,691,000
正規職員と嘱託職員の違い
正規職員とパート職員の違い

22,712,000
3,966,595

26,678,595
　 軽油代（＠150円/ℓ）
②燃料費計

3,894,682
3,894,682

6,960,000
6,960,000

運行距離の違い 8,312,143
8,312,143

　 任意保険料
　 車検諸費用（自賠責等）
　 車両修繕費
③車両関係費計

92,160
188,230

1,950,000
2,230,390

388,350
245,430

2,560,000
3,193,780

日ノ丸自動車：大口契約
使用車両数・自社整備工場と外注との違い

223,680
461,490

3,070,000
3,755,170

　 通信費
　 駐車場
　 その他管理費

④その他経費計

―
―

2,334,702

2,334,702

180,000
360,000

6,020,000

6,560,000

アルコールチェッカー・ドラレジ保守通信費
１万円×３台×12月
（日ノ丸は広域路線バスの車庫を使用）
いわゆる一般管理費
日ノ丸自動車は、本契約に係る運行経費の
５％
田中商店は、全体売上げに対する運転手１
人あたりの利益率0.37％（３年平均）

―
―

4,443,645

4,443,645
⑤消費税 2,479,017 4,896,430 3,455,164

年間合計 30,024,863 59,301,210 46,644,717

別記④
平成30年度運行準備業務委託費
� （円）

項目 町営バス スクールバス
機器設置費 1,719,468 2,292,624

法定講習等受講料      97,000      62,000

運転実務研修等    555,000 ―

制服等    334,800    267,840

合計 2,706,268 2,622,464 

町営バス運行経費に係る財源試算
（スクールバス分を除く）� （円）

平成30年度 平成31年度 比較
委託費 49,498,787 90,336,503 40,837,716

町営バス運行収入   7,500,000   7,500,000                 0

町営バス運行収支 41,998,787 82,836,503 40,837,716

県補助金 12,804,000 27,189,000 14,385,000

特別交付税 23,355,830 44,518,002 21,162,173

町費   5,838,957 11,129,501   5,290,543
※スクールバスの財源は普通交付税で措置される
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町 民 の 声

　結婚を機に琴浦町で暮らしてもうすぐ35年を迎えようとしています。
　私は島根県浜田市出身。といっても日本昔話に出てくるような山の上のほうで育ち
ました。主人の仕事柄、米子に住むとばかり思っていましたが、主人は生まれ育った
東伯を選びました。
　私が来た頃は、９号線周囲は田んぼも多く、のどかでのんびりしていましたが、さ
まざまな店ができ、便利で活気に満ちた町へと移り変わっていきました。
　自然が豊か、大山が立派できれい、特に冬の空気がピーンと張った日、雪化粧した
大山は「わぁ、きれい」と声が出てしまいます。すぐそこに日本海があることも素敵
でした。
　今元気で働くことができ、良き人達に囲まれ充実しています。
　町はいろんな制度、サービス事業、施策があり、支えてくれると思いますが、何か
がわが身に起きた時に初めて知ることが多いと思います。そのためにも今自分自身で

考えることが大切と感じます。元気な高齢者になるための、サービス、制度を知り活用する。病気になっても
支えてくれる福祉、医療はどうか、車の運転ができなくなった時、全部診てもらえる医療施設がほしい。特に
眼科は重要かと、あとフィットネス・スパがあると若い人も利用できるのではと、自分に置き換えて思うとこ
ろです。０才から100才まで、いろんな立場の人が安心して暮らせる町になると、素敵を通り越してスゴイと
思います。私は主人の選択で琴浦町に暮らせて大正解でした。

　２年ほど前から、買ってきたお弁当でおしゃべりをする「弁当女子会」を楽しんで
ます。50代後半から80代まで、年齢差25才が、食べて飲んで（お茶）しゃべって、笑
う、愉快な時間です。
　場所を提供して下さるのは一番年上で83才のおとなりさん。「人が集まるのは大変
じゃない」と聞くと、「これが私の認知症予防とリハビリだから」と明るく言って下さる。
　誰かがしばらく留守にすると「体調こわしてなかった」と声かけ合える。こんな近
所同士の小さな輪（和）がとても大切とこの頃思えてきました。
　高齢化が進み、自治体も大きな役目を背負っていかなければならず、大変だと思い
ます。福島浩彦さんの『市民自治』という著書の中で、「自治体は人口が減るのだから、
地域の質を高めながらさまざまな仕組みをうまく小さくしていくことが必要」と書い
ておられます。
　いま、琴浦町でも住民を無作為に抽出し、公共施設の数、機能を評価する「施設仕分け」の計画があるそう
ですが、選ばれた人はぜひ「自分ごと」として、地域を作るという自覚をもって参加してほしい。サービスだ
けを要求する「ただの消費者」、税金の使われ方に関心のない「ただの納税者」になりたくない。私達が変わっ
てこそ、行政を変えていけるのだ、となんだかえらそうですが、そんなことも思います。こうしよう、こう変
えようと考えていけるおばちゃんになりたい。
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